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平成２８年度 消防長の目標宣言 達成状況報告 

消防長 吉川 敏勝 
                                            

N0. 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

取組結果 

今後の取組の方向性 
目標達成状況 

1 火災予防の推進 

（予防課） 

 

・火災発生件数の減少 

各種事業をとおし、火災発生件数の減少に取り組みます。

特に建物からの火災発生件数を抑制します。 

（過去３年間の年平均より減少させる。） 

 

 

 

・住宅防火対策 

市民に対する防火意識の高揚を図るとともに、住宅用火

災警報器の設置普及と維持管理の啓発を実施します。 

 

・防火査察 

市内各事業所への立入検査を実施し、防火管理体制や

防火安全対策の徹底を図り、防火対策の推進をします。 

[目標値] 

・建物火災発生件数目標 

過去 3年間の平均以下    

 

過去 3年間の平均件数： 

（平均建物火災件数 

/平均火災発生件数） 12.3/32件 

(平成 27 年 14/28 件、平成 26 年 8/19

件、平成 25年 15/49件） 

 

・住宅用火災警報器設置率 

目標設置率 ８１％ 

・立入検査実施目標数  年間 ４００棟 

 

・火災予防運動や、各種の広報活動等により、市民に対する

防火意識の高揚を図りましたが、建物火災件数、住宅用火

災警報器の設置率共に目標の達成に至らなかった。また、

防火査察については、火災発生件数が多かったことから、原

因調査の事務量の増加により目標を下回りました。 

 

 

［今後の取組の方向性］ 

・防火意識や火災予防の啓発活動を継続実施し建物火災

発生件数の抑制を図ります。 

・住宅用火災警報器の奏功事例等も紹介し設置推進を行

い、交換についても広く広報を行います。 

・立入検査については、指導事項の履行推進を図りながら進

めます。 

 

 

 

 

・建物火災発生件数  18件 

 

 

 

 

 

・住宅用火災警報器設置率 

  ８０％ 

・立入検査実施数 

    381棟 

2 救急体制の充実（警防救

急課） 

 

・救命率の向上 

市民、職員の応急救護の技術等の向上を図り、救命率の

向上を目指します。 

（救命率：心肺停止より病院搬送時回復した率。過去３年

間の年平均より向上させる） 

・救命講習 

心肺停止の傷病者に対し、居合わせた人による応急手当

やＡＥＤを活用した心肺蘇生が実施できるよう、応急手当・

救命講習の継続的な実施を進めます。 

・AED登録推進 

市内事業所等の施設に設置されているＡＥＤを有効活用

するため、ＡＥＤ使用可能施設登録制度への登録を推進し

ます。 

・職員研修 

救急救命士を養成するとともに医療機関等において専門

的な知識、技術を習得し救命士の資質の向上を図ります。 

 

[目標値] 

・救命率目標 

過去 3年間の平均以上 

過去３年間の平均 32 ％ 

(平成２７年 32.0％、平成２６年 27.3％ 

平成２５年 36.7％） 

・応急手当・普通救命講習会 

 年間予定回数  150回 

 参加者目標  5,000人 

 

・現登録数   14４施設 

 

 

 

・救急救命士養成教育       １名 

・救急救命士再教育病院研修  ８名 

 

・救急救命士の養成や再研修を行い応急救護術の向上を図

りました。また、市民の皆さんや市内の事業所の皆さんに、救

命講習会を通し、AEDの取扱いや心肺蘇生応急手当の普及

を進め救命率の向上に努めました。 

・市民の皆さんが、近くに設置してある AED を使用出来るよう

AED使用可能施設登録を事業所等に依頼し登録を推進しま

した。救命率は 3.3 ポイント、応急手当等の講習回数、登録

施設数は上回りましたが、参加者数が目標に届きませんでし

た。 

・職員研修は目標どおり実施出来ました。 

 

 

［今後の取組の方向性］ 

・一人でも多くの方が AEDの使用などの応急処置が出来るよ

うに引続いて救命講習会の開催をします。消防職員の技術

向上のため救急救命士の養成や研修を行うなどして、救命

率の向上を図ります。 

 

救命率  ３５．３ ％ 

 

 

 

 

・応急手当・普通救命講習会 

  年間予定回数 １５４回 

  参加者   ３，９５４人 

 

・現登録数 １６２施設 

 

 

 

・救急救命士養成教育   １名 

・救急救命士再教育病院研修  

８名 
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消防体制の充実 

（警防救急課） 

（消防総務課） 

 

・消防水利の整備 

 市内の消防水利の脆弱地域に消防水利を整備します。 

 

・消防車両の更新 

 車両の機能・性能を確保するため更新を行います。 

 

・消防団車庫待機室の整備 

 消防団活動を円滑に遂行できる体制を確立するため整

備を進めます。 

・消防団資機材整備 

 消防団員の災害活動のため、活動資機材の整備をしま

す。 

[目標値] 

・防火水槽      １基 

・消火栓         ２基 

 

・高規格救急車   １台 

・小型動力ポンプ積載車 ３台 

              

・第４分団第 2 部車庫待機室整備のため土

地購入、設計、地質調査等実施 

 

・防火衣       48着 

・エンジンカッター   5台 

・拡声器        8台 

 

・地震や火災などの災害に対応する消防体制の充実のた

め、資機材の整備や、非常備消防の施設など計画に基づき

整備が完了しました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・消防施設設備強化・維持のため引き続き消防水利の設置

や常備・非常備の車両の更新等を計画的に行います。 

 

・防火水槽      １基 

・消火栓         ２基 

 

・高規格救急車   １台 

・小型動力ポンプ積載車 ３台 

              

・第４分団第 2部車庫待機室整

備のため土地購入、設計、地質

調査等実施済み 

・防火衣       48着 

・エンジンカッター   5台 

・拡声器        8台 

4 消防の広域化等についての

検討 

（消防総務課） 

・広域幹線道路、大規模地震、風水害に対する消防救助

体制等の充実について検討を進めます。 

 

・公共施設等総合管理計画に基づき、老朽化している消防

施設等の整備について検討を進めます。 

 

 

・広域化の再検討を進めながら、近隣消防本部との連携の

強化を進めます。 

 

[目標値] 

・広域幹線道路開通時等の消防救助体制

等の策定 

・整備方針の検討 

 

 

・広域化の再検討 

・近隣消防本部との訓練実施 

・今後の広域幹線道路等の開通による環境変化に対応する

必要な資機材等の検討を、消防施設等の整備については、

消防内部での検討を進めています。 

・近隣消防本部との協力体制の強化に向け、訓練を行い連

携を強化しました。  

 

［今後の取組の方向性］ 

・消防の広域化等について引き続いての検討や、近隣市との

協力体制をより強固にするため、合同訓練等を引き続き行い

ます。消防施設整備については、検討を継続します。 

・救助資機材の種類、数量、導

入時期の検討を実施 

 

・部内で消防施設整備について

検討を実施 

 

・訓練等の実施 

 

 

 

 


